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背景：エシカル消費をはじめとした環境貢献が日常化するには

 エシカル消費の現状と課題

 消費者庁はSDGs目標の達成に向けた消費者基本計画においてエシカル消費の普及を目標の一つに挙げてい
る。

 一方で、エシカル消費に関する消費者意識調査では認知度が低く、エシカルな商品は値段が高い、環境への
貢献度がわかりづらいといった調査結果が出ている。

 エシカル消費の興味度は2016年度の36％から2020年には59％へ上昇しているが、行動を実践している人は
30％ほどである。

 エシカル消費の興味度  消費者基本計画における主な施策

非常に全く興味

2消費者の生活に欠かせないスマホサービスを活用する
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引用文章推奨

出典:消費者庁HP「エシカル消費（倫理的消費）
に関する消費者意識調査報告書」より筆者作成 出典:消費者庁HP
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ソリューション①：スマホサービスを利用した環境貢献システムを

① スマホ決済 de 環境貢献

 スマホ決済時に獲得する還元ポイントや、利用額の0.1％を環境保全活動に寄付される仕組みを構築

⇒地域活性化のツールとして地方自治体への自動寄付機能付き電子マネー実例あり（楽天Edy、ご当地WAON）

国家環境対策として官民連携して新機能を付与したらどうか。

 寄付した金額・ポイントによって階級が付与され、自己のステータスとしてSNS上で公表できる。
⇒自身の環境に対する意識をシェアすることが可能になる。

 増加するスマホ決済  電子マネー決済利用額の0.1％が環境寄付されたら

3買い物も環境貢献もスマホでラクに叶う時代へ
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出典:MMD研究所

2025年 電子マネー決済市場予測
8兆6,210億円（※1）

8兆6,210億円
×

0.1％

環境活動寄付

＝

（※1）:moneyzine



脱プラ・インフルエンサー筆頭である28
歳女性社会起業家ローレン・シンガー氏
Instagramアカウントでは37万人以上の

ソリューション②：スマホで環境貢献意識を日常的に助成する

② SNSの活用

 購入したエシカル商品に対するSNS投稿や、エシカル事業者の投稿への「いいね!」や「リツイート」で割
引や追加サービスを受けられるように

 インフルエンサーによるエシカル商品の投稿で認知度アップ

■SNSの利用状況  海外では「脱プラ・インフルエンサー」が台頭

グッチがサステナビリティに特化した
Instagramを開設。
環境問題や人権問題に対する取り組み33%

89%
40代

LINE Instagram Twitter Tik Tok

Instagramアカウントでは37万人以上の
フォロワーを抱え、脱プラ・ライフスタ
イル情報を発信している。

4「インスタ映えするもの」から「環境貢献度が高いもの」へ変化
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出典：「約8年間で出したごみの量」
https://www.instagram.com/p/B6L623Il9-
H/?utm_source=ig_web_copy_link ）

出典:総務省 「令和元年度 情報通信メディアの利用時間と情
報行動に関する調査報告書をもとに筆者作成」

環境問題や人権問題に対する取り組み
を発信している。

出典：公式Instagram
（GUCCI EQUILIBRIUM(@gucciequilibrium) • 
Instagram）
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ソリューション③：全ての選択肢に環境貢献を

③ 増加するECサイト購入、環境に配慮した配達方法選択でポイントアップ

 コロナ化でEC購入の利用者が増加し、梱包材のプラの使用も増えている。
 宅配便取扱個数も年々増加しており、その内、再配達は全体の15％を占めている。
 簡易包装の選択や、配達不在時の置き配など、購入時の環境負荷軽減選択に貢献ポイントを付与する。

⇒商品梱包時のビニール類の削減を、環境負荷の軽減や運送時のCO2排出量の削減が見込める。

 EC購入増加による宅配事業の変化

5全てのサービスに環境貢献機能を追加
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出典:国土交通省出典:経済産業省



まとめ：これから時代、環境貢献はスマホで実現する社会に

 スマホで行う行動に環境貢献のチャンスと鍵が

 消費者の興味行動を促進するために、企業はわかりやすく簡単にできるサービスの提供が求められている。
 SNS投稿やスマホ決済など、消費者の利用が増加しているサービスを活用することで、エシカル消費の課題

解決、環境貢献促進が期待できるではないだろうか。
 新しいサービス構築、普及のためには同業企業が連携して行い潮流を創る必要がある。

6消費者の日常の行動でサステナブルな社会が創られる
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